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Abstract: This paper proposes a 3D visualization tool to show time sequential changes in

relationships among histrical figures extracted from chronological data. The tool enables us to

explore clusters of persons caused by regional reason or related events, and changes in a center

and elements of a network and clusters. It also enables us to compare multiple networks extracted

from different timestamps and/or different viewpoints.

1 はじめに

長期間にわたり大量に蓄積された史料データは、単
純な統計的手法のみでは解析できず、データの動的な
解釈が求められ、多様な基準、多様な視点が必要とさ
れている [1, 2]。
本研究では、これら時間属性を伴う史料を解析し、

様々な視点から人物関係を抽出し可視化することで、
各時代を通じての人物関係の構造変化を可視化し、試
行錯誤を通じて可視化結果から新たな知見を導き出す
ことを可能にするツールを作成することを目指す。
本稿では、史料データベースから抽出された時間属

性をもつ人物関係ネットワークに対する 3次元可視化
システムを提案する。提案システムにより地域性やイ
ベントによるクラスタの出現、中心人物およびクラス
タの時間変化、周辺人物のクラスタ間移動、複数時間
および複数観点からの人物ネットワーク比較が可能に
なる。

2 史料データ可視化ツール

2.1 史料データ

東京大学・史料編纂所で編纂されている大日本史料
と、史料編纂所にて公開されている大日本史料データ
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ベース [3] を用いる。各綱文 (テキスト) に対して”和
暦年月日”で示される時間属性、”人名”、”官職”、”地
名”、”事項”、”備考”などの属性が付与されデータベー
スに格納されている。

2.2 人物ネットワークの抽出

様々な視点から、データを可視化し、その分布やパ
ターンの変化の発見を促すツールである、編年型デー
タ解析ツール (CAT：Chronicle Analysis Tool)[4]を用
いて人物ネットワークの抽出を行う。
CATは、scope、axis、focus のパラメータを設定す

ることで、情報の時系列分布状況を俯瞰し、解析の観
点を見つけ、詳細分析に至る解析プロセスを支援する
システムである。
本稿では編年型データ解析ツール CATを用いて人

物ネットワークを抽出し、時系列ネットワーク可視化
ツールと連携することで人物ネットワークの可視化を
行う。図 1に、解析ツールの構成を示す。
第 1 層では、2.1 で述べたデータベースからデータ

をフィルタリングし、対象データの絞り込み方を変化
させることにより、上層でのデータ分布、及び、値の
変移パターンへの影響を見ることを可能とする。scope

は、扱うデータの時間属性に関する範囲を規定する pe-

riod と時間属性以外の属性に関する制約条件を規定す
る viewpoint により構成され、データに対する絞り込
み条件を規定する。



中間の第 2層においては、絞り込まれたデータに対
して、可視化のための軸を設定し、データ分布を概観
し、分布パターンの発見を促す。パラメータ axisは、時
間軸である横軸 (horizontal axis)と、ユーザが興味の
ある属性を軸として選択可能である縦軸 (vertical axis)

から構成される。軸の設定を変化させることにより、分
布のパターンが変化し、そこから、ユーザの興味を引
く状況を見つけ出すことを視覚的に支援する。データ
分布の上部に位置するヒストグラムは、時間軸に沿っ
た期間毎のデータ件数を示し、左部のヒストグラムは、
選択された属性の値毎のデータ件数を示す。
第 3層においては、ユーザの興味を視点として属性

値の変移を視覚化し、それぞれの変移パターンの詳細
を可視化して提供する。ユーザの興味の視点は、パラ
メータ focusによって属性を選択することにより設定
する。変移パターンはネットワークデータとして抽出
される。本稿ではノードを人物、エッジをその関係と
して抽出する。エッジとその方向は綱文 (テキスト)に
おける各人物出現の条件付き確率を求め値の小さいも
のから大きいものへリンクを張ることで生成している。
ノード Aのサイズは Aに関する条件付き確率の合計∑

p(A|x) を用いる。本稿では第 3 層で時系列ネット
ワーク構造変化の 3次元可視化ツールを用いることで、
出現頻度上位の属性値群に関係する人物ネットワーク
の構造変化を可視化し観測可能にする。
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図 1: 解析ツール構成

2.3 時系列ネットワーク 3次元可視化基盤

可視化基盤として 3次元空間を用いた時系列ネット
ワークの可視化部品 TimeSlices [5] を用いた。図 2に
概要を示す。
TimeSlicesでは 3次元空間中の時間軸上に各時間に

応じたネットワークを可視化する。ユーザはTimeSlice

をドラッグしスライドさせることで時間をシームレス
に変更させることが可能である。この操作により、グ

ラフの構造変化をアニメーション表示させることが可
能となる。
また、時間軸をクリックすることで、クリックされ

た場所に新たな TimeSlice を自由に追加することが出
来る。さらに、複数の観点から抽出されたネットワー
クを上下のTimeSlices に分けて表示することで、複数
観点に対する比較を行うことが可能になる。観点間で
共通する人物ノードは緑色で表される。
さらに、複数のTimeSlices をより詳細に比較するた

めのタイル表示モードも実現している。タイル表示は
3次元空間で実現され、ユーザはシームレスに通常の 3

次元表示とタイル表示とを切り替えることが可能であ
る。表示方式を自由に切り替え可能にすることで、ユー
ザは 3次元表示で全体を俯瞰し、興味のある領域を表
示した状態でタイル表示に切り替え、その領域に関す
る詳細を探索する，といった操作が可能になる。
複数時間にまたがり存在する人物を表すノードは、

隣り合うTimeSlices 上で同じ位置に配置される。さら
に複数観点に同時に存在する人物を表すノードも上下
のTimeSlices上で同じ位置に配置される。このように、
複数時間および複数観点にまたがるノード・エッジか
らなるネットワーク間で同じノードを同じ位置に配置
するにあたり、Diehl [6] らの手法を拡張し、表示され
ている全 TimeSlices上の全ノードおよびエッジのみか
らなるグラフを作成しレイアウト計算を行う手法を用
いている。レイアウト計算には力学的アプローチに基
づいた手法 [7] を用いている。ユーザは対話的にノー
ドをドラッグしノードの位置を変更することができる。
その際に、各 TimeSlice 間でノードの位置が自動的に
同期される。また、ノードを選択することで注目した
い人物に対してカラーマーキングを行い、時間変化に
伴うネットワーク上の位置移動を追跡することを可能
にしている。
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図 2: 時系列ネットワーク構造変化 3次元可視化ツール



3 可視化ツール適応例

3.1 観点 1：戦

戦国期および江戸初期における “戦”という観点から
人物ネットワークを抽出し可視化を行った。まず、大
日本史料データベースのデータを基に、1550年～1650

年における戦に関わるキーワード（戦 |攻撃 |出兵 |出
陣 |出征 |降伏 |陥落 |落城 |包囲 |和睦 | 援軍 |攻囲 |
陣 |講和 |襲撃 |侵略 |討伐 |退却 |侵攻）でデータの
フィルタリングを行う（図 1における第 1層から第 2

層）。つぎに、データ分布テーブル（図 1における第 2

層）において、出現頻度が上位の属性（合戦、攻撃、出
兵、出陣、和睦、攻略、降伏、出馬、陥落、先行、和
議、包囲、落城、嫡ジン、援軍、討伐、出征、侵略、講
和、攻囲、戦闘、侵攻）を選択し、人物ネットワーク
を一年刻みで抽出し、可視化した。
図 3(a)では左から順に 1568年、1569年、1570年の

織田信長周辺の人物ネットワークを表示している。1568
年は信長が足利義昭を奉じて上洛する年であり、この
年から急激に信長が様々な人物と関係し始め、大きな
ノードに成長しているのが確認できる。1570年は姉川
の戦いがあった年であり、図中では浅井長政と朝倉義
景が大きめのノードとして信長の周辺に現れる。また、
同時期に六角氏が信長と戦っているため大きめのノー
ドとなって周辺に現れている。1570年の図の下部には
姉川の戦い後、大阪本願寺西方で信長に対して抵抗を
始めた三好三人衆を中心としたクラスタが現れている。
このクラスタ内に本願寺・顕如も現れている。本願寺・
織田戦争（大阪合戦）はこの後 10年間続くことから、
本願寺・顕如はたびたび信長周辺に大きめのノードと
して出現する。
図 3(b)では左から順に 1572年、1573年、1574年

の織田信長周辺の人物ネットワークを表示している。
1572年には本願寺・顕如（表示されず）、武田信玄、浅
井長政、朝倉義景による反信長同盟が結成される。ま
た、本願寺は三好義継、細川昭元、松永久秀らとも結集
し東西南北から信長包囲網を作ったとされている。図
では、これらの武将と反信長同盟のキーパーソンであ
る足利義昭が信長周辺を大きめのノードで取り囲んで
いるのが確認できる。この時期、上杉謙信は信長と同
盟を結んでいる。しかしながら現状の可視化手法では
同盟のために周辺にいるのか敵対のために周辺にいる
のかまでは可視化結果からは判別出来ない。1573年に
足利義昭は挙兵するものの敗北し室町幕府は滅亡する。
続いて浅井氏、朝倉氏も信長に敗れて滅亡する。図で
は 1573年から 1574年にかけて義昭のノードが縮小し
浅井・朝倉のノードが消滅しているのが確認できる。
図 3(c)では左から順に 1575年、1576年、1577年の

織田信長周辺の人物ネットワークを表示している。1576

年に信長は荒木村重、細川藤孝、明智光秀、原田直政
に大阪本願寺攻め命じている。図では、これらの武将
が信長と本願寺の左下にクラスタを生成しているのが
確認できる。本願寺・顕如側は足利義昭からの働きか
けで、毛利輝元、上杉謙信、北条氏政、武田勝頼と反
信長同盟を結成する。図では、これらの人物・武将が
信長を取り囲む形でかなり大きなノードとして出現し
ている。（北条氏はこの同盟に大きな役割を果たしてい
ないためか信長と直接のリンクはなく小さめのノード
として存在している。）
1572年の反信長同盟結成時には上杉謙信は信長側と

の同盟を組んでいるが、1576年の反信長同盟では逆に
信長包囲網に加わったと言われている。しかしながら、
現状のキーワード・属性から抽出され可視化されたネッ
トワークからのみでは、彼らを表すノードが敵対のた
めに近くに存在するのか、もしくは同盟のために近く
に存在するのか、その違いを判別することは出来ない。
他の観点もしくはデータと組み合わせて可視化するこ
とで、その構造変化から同盟・敵対といった関係の種
類の違い、関係の変化を観測するための仕組みの構築
できるのではと期待される。これは今後の目標および
課題である。

3.2 観点 2：贈答

戦国期および江戸初期における “贈答”という観点か
ら人物ネットワークを抽出し可視化を行った。データ
ベースから、1550 年～1650 年における贈答に関わる
キーワード（贈 | 献 | 進上 | 下賜）でデータをフィル
タリングし、それにより表れた出現頻度が上位の属性
（献上、下賜、贈答、進上、贈与）を選択し、人物ネッ
トワークを一年刻みで抽出し可視化を行った（図 4）。
1560年代から 1580年代前半までは天皇（正親町）を

中心に贈答のネットワークが現れる（図 4 (a)）。織田
信長や足利義昭も比較的大きな中心ノードとして現れ
るが、全体としては天皇を中心にネットワークが変化
していく。秀吉の時代は秀吉が中心のネットワークが
構成されるがデータが少ないのため図では省略してい
る。秀吉没後、再び天皇（後陽成）を中心とした贈答
ネットワークが出来る（図 4 (b)）が、徐々に徳川家康
の力が上昇していくのが観察できる。1614年の大阪冬
の陣の際には完全に家康を中心にしたネットワークが
現れる（図 4 (c)）。その後、徳川将軍家と天皇の双方を
中心としたネットワークが続くことが観測出来る（図
4(d)）。



(a) 1568-1570

(b) 1572-1574

(c) 1575-1577

図 3: 1568-1577年における “戦”に関する信長周辺ネットワーク変化
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図 4: 戦国期－江戸時代初期における “贈答”に関する
人物ネットワーク変化

3.3 戦－贈答

3.1節および 3.2節で生成した “戦”および “贈答”と
いった複数の観点からなる時系列人物ネットワークを
同時に可視化し比較する。図 5に可視化結果を示す。図
上部が “戦”の観点から抽出したネットワークを表し、
下部が “贈答” の観点から抽出したネットワークを表
す。双方のネットワークに共通して現れる人物ノード
は緑色でハイライト表示されている。図 5では左側の
TimeSlicesで信長時代の人物関係を右側の TimeSlices

で大坂の陣の年の人物関係を表示しており、双方の時
代の比較が可能になっている。
図 5から、信長の時代には、戦に関わる人間関係の

活発さが見て取れるが、贈答に関しては、正親町天皇を
中心とする比較的小さな人間関係が見受けられる。こ
れに対して、大阪夏の陣のころは、贈答関係の人間関
係の活発さがあきらかに示されている。また、戦に関
する人間関係の活発さも同様に示されている。さらに、
緑色のノードが多数見られることから、二つの観点間
で多数の共通人物によりネットワークが構成されてい
ることが分かる。
これらのことから、信長らが活躍した時代は信長ら

一部の武将のみが天皇との贈答行為を利用しつつ勢力
の拡大を行ったが基本的には武力による勢力争いが中
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図 5: 戦国期－江戸時代初期における “戦”および “贈
答”に関する人物ネットワークの比較

心であったことが伺える。また、大阪の陣の時代では
贈答ネットワークと戦ネットワークがかなり重なって
おり、武力のみではない駆け引きが徳川家を中心に行
われていたことが伺える。

4 むすび

本稿では、大日本史料データベースから複数観点か
らなる時系列人物ネットワークを抽出し、3次元可視
化を行うことで、それら人物ネットワークの構造変化
を観測し、中心人物、クラスタの変化を比較観測可能
にした。
本研究の大きな目標としては、可視化結果から新た

な知見を導き出すことがあげられる。しかしながら、
今回の可視化分析結果は歴史的事実を知っているから
解釈可能な部分が大きく、新たな知見を見つけるには
至っていない。また、例えば、複数観点の共通部分の
変化を観測することで敵味方の判別、和睦・裏切りな
どが起こったかなどの推測ができないか、などが期待
されたが、今回の手法ではそこまでは観察するに至ら
なかった。これらは今後の課題として研究を進めたい。
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